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観光資源が豊富な和歌山県には、関空国際空港から難波（なんば）を経由して多くの外国人観光客が押し寄せています。今

回、和歌山生活2年目の谷口が、南海電気鉄道の新型車両に採用された「トレインビジョン」と、世界遺産「紀伊山地の霊場と

参詣道」の主なスポットを紹介します。

和歌山営業所 所長

谷口 俊悟

重電システム・産業メカトロニクス・情報通信システム・電子デバイス・家庭電器等、ほぼ全分野について関係会社とも連

携しながら、関西エリアで営業活動を展開しています。

HIGHLIGHT AREA

REPORTER

関西支社

AREA HIGHLIGHTS（エリアハイライツ）では、各地域の支社・支店・営業所で働く人々にスポットライトを当て、

日常の仕事ぶりや活躍は勿論、地域イベントへの参加や地元の人 と々の交流などそれぞれの地域の特色あふれる活動をお伝えします。

http://www.MitsubishiElectric.co.jp/me/areahighlights/

2017年9月22日公開

http://www.MitsubishiElectric.co.jp/me/areahighlights/kansai/kumanokodo/

関西支社 × 
南海電鉄で行く高野山・熊野古道

奥深く険しい自然に恵まれた紀伊山地を抱える稀有な土地̶和歌山。

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」として登録されたことから、国内外問わず、大勢の観光

客が訪れる人気エリアとなっています。

今回、和歌山県に程近い関西の空の玄関口・関西空港を出発地点に、高野山、熊野古道をめ

ざしながら、和歌山エリアと共に歩んできた三菱電機のビジネスや地域貢献活動をご紹介し

ます。



2

関西支社 × 南海電鉄で行く高野山・熊野古道

和歌山営業所は、1984年4月5日に開設されて以来、和歌山県下の三菱電機
グループの総合窓口として地域密着営業を展開しています。官案件への入札
対応の他、製造業・建設業・ホテルを中心としたサービス業等あらゆる三菱
電機ユーザーに対する提案活動を推進しています。

2004年に世界遺産に登録された、「紀伊山地の霊場と参詣道」。文化遺産でありながら、滝や岩、森林、川など自然景観を多く含む資産として、ヨー
ロッパをはじめ、北米、オーストラリアなどの国々さらには中国、台湾、韓国といったアジア圏などの海外からの観光客も急増しており、昨年は和歌
山県の観光客数は過去最高を記録しました。
古（いにしえ）より、熊野の地を参詣することを「熊野詣」といい、歴史的にも熊野は神仏が宿る特別な地域として参詣の対象となってきました。こうし
た聖地・霊場を詣でる巡礼は、日本人の“旅”、観光の原点ともいえます。今回は、その始まりといわれる熊野詣の参詣道である熊野古道や高野山を
めざします。

旅の原点を訪ねて

地域に根づいて活動を続ける、和歌山営業所

関西国際空港は、関西エリアの空の玄関口として、毎年、2000万人を超える国内外の利用客を集めています。
アジア圏に近いこともあり、中国・韓国などからの旅行客の姿もかなり見かけます。
空港に乗り入れている南海電鉄の「関西国際空港駅」を起点に旅をスタートし、なんば駅経由で高野山へ向かいます。

関西国際空港から旅をスタート！

乗車した南海電鉄の新型車両8300系には、三菱電機の液晶ディスプレイ式
車内案内表示器「トレインビジョン」が採用されています。
海外からの旅行客向けの路線案内として4ヶ国語（日・英・中・韓）に対応して
おり、消費電力も大幅に削減、省エネにも貢献しています。

南海電鉄 4ヶ国語対応トレインビジョン
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関西支社 × 南海電鉄で行く高野山・熊野古道

なんば駅の隣接地にて進められている、「新南海会館ビル（仮称）」の建設。
ここは地上30階・地下2階の難波街区の中核をなす複合型のオフィスビルと
して、平成30年9月竣工を目指して工事が進んでいます。この新南海会館ビル
（仮称）には三菱電機の昇降機・空調機・受変電設備が納入される予定です。
今からオープンが楽しみです。
それでは、再び南海電鉄に乗って、高野線の終点「極楽橋駅」で高野山ケー
ブルに乗り換え、「高野山駅」を目指します。

なんば駅の再開発

高野山駅に降り立つと、周囲を荘厳な山々に囲まれた海抜約1000ｍの高峰
は深い森に覆われ、辺りを冷んやりとした空気が包み込んでいます。欧米か
らの旅行者の姿をよく見かけ、人気の高さが伺えます。
ここからはバスで、高野山の中心部へ向かいます。
高野山は、平安時代、816（弘仁7）年に弘法大師の名で知られる真言宗の開
祖・空海によって開かれた真言密教の聖地で、2015（平成27）年に、開創
1200年を迎え、高野山全体が「一山境内地」としてお寺の敷地となっていま

之院、高野山のシンボル・根本大塔がそびえる壇上伽藍を二大聖地に、高野
山真言宗の総本山である金剛峯寺など、なんと117ものお寺が存在します。

高野山全体が、お寺の境内！

日本最大の石庭として知られる
蟠龍庭（ばんりゅうてい）。雲海
の中で雄雌の龍が向かい合い、
奥殿を守るように表現されてい
ます。ゆったりとした時の流れを
感じることができました。

総本山金剛峯寺 蟠龍庭

高野山の信仰の中心であり、
数々の戦国大名の墓石や慰霊
塔がある奥之院。水向地蔵で水
を手向け、清らかな気持ちで、空

聖域へ。

奥之院

寺内にある169畳もの大広間で
ある新別殿（しんべつでん）。参
拝者の休憩所として使われてお
り、私もお茶とお菓子を頂きまし
た。

総本山金剛峯寺 新別殿

壇上伽藍入口から東塔東側付
近までのびる小道を蛇腹路と
呼びます。丁寧に整えられた植
栽の緑がとても綺麗で、進んで
いくと奥に真っ赤な大塔が見え
てきます。

蛇腹路

高野山一山の総本堂で、開創当
時は講堂と呼ばれ、現在の建物
は昭和7年に再建されたもので
す。木目がそのまま活かされた
大きな建物で、大塔とのコントラ
ストが美しいです。

壇上伽藍 金堂

壇上伽藍の中心・大塔内部は、
色鮮やかな立体曼荼羅。胎蔵大
日如来を本尊に、金剛界の四仏
が囲みます。16本の柱に描かれ

立体の曼荼羅となっています。

壇上伽藍 根本大塔

建物の土台付近、基壇（きだん）
と呼ばれる部分に取手がつい
ており、なんと回すことができま
す。ここで一回りすれば、一切経
を読誦した徳を得るといわれて
います。

壇上伽藍 六角経蔵

高さ25.1mの一山の総門。その
大きさは圧倒的。門の左右に
は、とても大きな金剛力士像が
安置されています。

大門
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関西支社 × 南海電鉄で行く高野山・熊野古道

静寂に包まれた苔むす道が続く熊野古道は、京都をはじめ日本各地から“熊野本宮大
社”“熊野速玉大社”“熊野那智大社”“那智山青岸渡寺”“補陀洛山寺”という熊野三山へ
と通じる長い参詣道です。
高野山、熊野古道を抱える紀伊山地は、標高1,000～2,000m級の山々が連なり、豊か
な森を湛えた山岳地帯です。
実際に歩いてみると、その奥深い森の佇まいに、古代の神話の時代から神々の宿る特
別な場所として神聖視され、神的な能力を身につけるための修行の場・霊場と見なされ
てきたこともうなずけます。
平安時代になると、神仏習合（日本の土着の神道と仏教信仰が結びついた信仰）と浄
土信仰の隆盛により、熊野の深い森に覆われた山々を“浄土”に見立て、皇族や貴族が
熊野に参詣するようになり、それが熊野詣の始まりとなります。熊野三山を参詣すること
を熊野詣といいますが、室町時代以降になると、これが武士や庶民の間に広まり、“蟻の
熊野詣”といって蟻の行列に見立てられるほど大勢の参詣者が訪れたといいます。さら
に江戸時代には、「伊勢に七度　熊野に三度」と表現されるように、お伊勢参りとともに
広く庶民の間に浸透し、全国から参詣客が集まったといいます。

最近では、ミシュランの観光ガイドブック「ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン第4版」
（2015年6月発行／Michelin Travel Pubns）でも、「高野山」「熊野古道」「熊野三山」は
最高評価の三ツ星を獲得しており、世界にも注目されています。
熊野古道沿いには、九十九王子と呼ばれる数多くの王子社があり、参詣する者は、王子
社を巡拝しながら、険しい参詣を続けたそうです。王子社は熊野の御子神が祀られてい
る場所でもあり、参詣者にとっては休憩所の役割もあったようです。

自然と信仰がつくる参詣道、熊野古道

熊野本宮大社から500mほど離
れた場所にある巨大な鳥居で
す。熊野本宮大社があった場所
であり、現在は石造の小祠が建
てられています。

大斎原（おおゆのはら）

存在感のある立派な社殿が印
象的。大鳥居から本殿へ続く
158段の石段は、杉木立の深い
緑に覆われ、静謐な空気に包ま
れています。

熊野本宮大社

熊野本宮大社が一望できる眺
めは絶景。伏拝王子までの道
は、三菱電機が「道普請」をした
場所で、実際に通ることができ
ました。

伏拝王子（ふしおがみおうじ）

山中にひっそりと佇む社は、熊
野本宮大社の神域の入口にふ
さわしい趣。

発心門王子（ほっしんもんおうじ）

継桜王子のすぐ近くになる湧き
水で、日本名水百選のひとつに
選定されています。地元の生活
用水としても使われているよう
で、冷たくて美味でした。

野中の清水（のなかのしみず）

樹齢800年といわれる杉の巨木
は、迫力満点。南向きだけに枝
を伸ばすことから「野中の一方
杉」と呼ばれます。

継桜王子（つぎざくらおうじ）

日置川にかかる北野橋の横に
ある王子。九十九王子の中でも
初期からあるもののひとつとさ
れる、歴史ある場所。

近露王子（ちかつゆおうじ）

熊野三山の神域の境界とされ
ています。近くに熊野の歴史や
資料を展示した熊野古道館が
あり、熊野詣の歴史などを詳し
く知ることができます。

滝尻王子（たきじりおうじ）

こちらも五体王子の一つ。参詣
者は富田川の水垢離場で身を

滝尻王子へ向かったとされて
います。

稲葉根王子（いなばねおうじ）
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関西支社 × 南海電鉄で行く高野山・熊野古道

三菱電機「冷熱システム製作所」（和歌山市）の新入社員研修の一環として、
熊野古道中辺路において、雨水により侵食された箇所を補修するため土を
搬入する「道普請」が行われました。
これは、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の保全と活用を図る目的で実
施されている和歌山県の取組み「10万人の参詣道環境保全運動」に賛同し
た取組みです。今年で５回目の参加となり、和歌山県から感謝状をいただき
ました。
私も実際に道普請が実施された道を見ることができました。しっかりと固め
られ、木材できれいに補修された道は安心して通ることができました。

「道普請（みちぶしん）」を実施しました！

今回、和歌山の豊かな自然と歴史の奥深さに触れ、魅力を実感することができました。
地元・和歌山に寄り添いながら、その魅力を国内外に発信し、さらに多くの人に訪れてもらえるよう、ビジネスや暮らしに貢献していきたいと改めて
感じました。これからも和歌山のために何ができるのか、地域を見つめながら仕事に取り組んでいきたいと思います。


